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新たな「町営水泳プール」と「温浴施設」を調査しました ……Ｐ２～Ｐ３
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　男女ともに、温浴施設には湯船、洗い場、サウ
ナが設置されます。
　同時に利用できる人数は10人程度と見込まれて
おり、大規模な施設ではありません。
　なお、更衣室はプール利用者との併用となります。

　町は、町内の公衆浴場が休業したことから、入
浴困難者への公衆衛生上の措置として新嵐山荘へ
の送迎を行ってきましたが、事業承継に進展がなく、
公衆浴場は６月末で廃業となりました。
　その後、プール等整備事業者から、自主提案施
設（利用促進のため、事業者が独自に経費を負担し
て運営する施設）として設置を予定している温浴施
設を、公衆浴場として利用できるよう保健所との
協議を進めるとの方針が示されたことから、町は、
この方針を受け入れ、必要となる調整を進めてい
くことを明らかにしました。

次
の
ペ
ー
ジ
は「
白
樺
学
園
高
校
と
の
連
携
協
定
事
業
開
催
」

「
プ
ー
ル
と
温
浴
施
設
」

どうなる？プール料金？どうなる？プール料金？ 併設の温浴施設とは？併設の温浴施設とは？
　  11月２日開催の合同委員会で　　確認した内容をお知らせします！

湯船も洗い場もサウナも大
きなものではありません

　プールの利用料金は、町の条例で上限が定められ、
その範囲内で事業者が設定することになります。

料金は上限額の範囲内で
事業者が設定します

　プールと温浴施設の両方を利用する場合はそれ
ぞれの料金がかかりますが、割引などのプラン設
定を行うかは事業者の判断となります。

両方利用する場合の料金設定

　温浴施設部分が公衆浴場として認可を受けた場
合は、北海道知事が指定した統制額（上限額：現行
12歳以上480円）の範囲内で事業者が設定します。

温浴施設の料金設定

温 浴 施 設 の み の 利 用 も
可能です

温水プール棟の平面図（太枠の部分が温浴施設となる部分です）
区分 基本料金

団 体
使 用 料

１団体１回につき 3,910円

専用使用加算料金
（２５ｍプール１時間につき）

１コース　　　330円

全コース　　2,800円

個 人
使 用 料

当日券（１人１回につき） 400円

共通回数券（200円×12枚） 2,000円

６か月券 10,000円

基本料金（上限）

3,910円

１コース 　　　　　330円

全コース 　　 　　2,800円

400円

回数券 (400円×６枚 ) 2,000円

１か月券 　　　 　4,000円

【改正予定】

▶︎

温水プール料金【現行】

プールの料金設定
　「改正予定」は11月４日までパブリックコメント
が実施されました。その内容もふまえて、今後条
例提案が予定されています。
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ど
の
よ
う
に
地
域
と
関
わ
る
か
で
は
、「
お
祭
り
の
手
伝
い
を
し
た
い
」、

「
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
る
」、「
花
壇
の
整
備
」、「
ゴ
ミ
拾
い
を

す
る
」、「
高
齢
の
方
の
家
の
除
雪
」な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し
た

関
わ
り
や
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
支
え
た
い
と
い
う
意
見
が
多
く
出
て
い

ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
最
後
に「
10
年
後
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
か
」と
い
う
質
問
を
し
ま
し
た
が
、「
自
分
の

夢
を
実
現
し
た
い
」、「
地
域
に
貢
献
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
」な
ど
の
意

見
が
あ
り
、
中
に
は「
議
員
に
な
っ
て
よ
い
地
域
に
し
た
い
」と
い
っ
た
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
は「
10
月
の
委
員
会
活
動
報
告
」「
厚
生
文
教
常
任
委
員
会 

視
察
調
査
」「
議
員
研
修
会
」

白樺学園高校との　連携協定事業開催

　

包
括
連
携
協
定
を
も
と
に
、
３
学
年
総
合
学
習
の
時
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
将
来
の
姿
を
考
え
る
こ
と
で
就
職
・
進
学
後
の
目
的
意
識
を
醸
成
さ

せ
る
」、「
そ
の
上
で
将
来
住
む
で
あ
ろ
う
自
治
体
と
の
関
わ
り
を
考
え
る

こ
と
で
、
地
方
自
治
の
担
い
手
と
し
て
の
意
識
を
持
つ
」、「
異
世
代
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
資
質
を
深
め
る
」こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
10
年

後
の
自
分
と
地
域
～
自
治
体
へ
の
参
加
意
識
～
」を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
全
体
で
白
樺
高
校
出
身
の
町
職
員
か
ら
の
基
調
講
演
を
聞
き
、
そ

の
後
４
日
間
か
け
て
１
ク
ラ
ス
ず
つ
議
員
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
10
年
後「
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
」、「
家
族
や
結
婚
は
」、「
ど
ん
な
も
の
が
流
行
っ
て

い
る
か
、
商
品
が
開
発
さ
れ
て
い
る
か
」、「
住
ん
で
い
る
地
域
に
あ
っ
た

ら
い
い
と
思
う
も
の
」、「
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
合

い
を
持
っ
て
い
た
い
か
」に
つ
い
て
、
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

地
域
に
あ
っ
た
ら
良
い
と
思
う
も
の
で
は
、「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や

テ
ー
マ
パ
ー
ク
」、「
娯
楽
施
設
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
飲
食
店
」、
な
ど
が
多
か

っ
た
他
に「
大
き
な
病
院
」、「
専
門
学
校
」な
ど
、
生
活
や
進
学
に
関
わ
る

施
設
を
望
む
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら
は「
10
年
後
の
自
分
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
で
、

目
標
が
具
体
的
に
な
っ
た
」、「
グ
ル
ー
プ
で
話
す
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

議
会
に
と
っ
て
も
、
若
い
世
代
の
考
え
を
聞
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
、

議
員
そ
れ
ぞ
れ
も
気
づ
き
が
多
く
得
ら
れ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
今
年
度
、
外
部
評
価
手
法
を
用
い
た
事
業
評
価
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
生
徒
に
は
事
前
事
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
事
業
目

的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
検
証
し
て
い
き
ま
す
。



10月 の委員会活動報告
（委員が執筆しています！）

議
会
運
営
委
員
会

第
11
回　

10
月
３
日（
月
）

第
12
回　

10
月
18
日（
火
）

多
様
な
議
員
の
な
り
手

　

議
員
研
修
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
整
理
し
、

課
題
と
今
後
の
取
組
み
に
係
る

提
案
を
整
理
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
議
振
り
返
り

　

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
事
項

を
整
理
し
ま
し
た
。

①
町
営
水
泳
プ
ー
ル
整
備
事
業

に
係
る
調
査
は
、
合
同
委
員
会

（
11
／
２
開
催
）に
お
い
て
実
施
。

②
今
後
の
病
院
改
修
、
新
嵐
山

活
用
計
画
の
見
直
し
は
、
所
管

委
員
会
で
の
調
査
と
す
る
。

③
決
算
審
査
の
意
義
等
の
確
認

に
つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降
の

研
修
計
画
策
定
に
検
討
す
る
。

外
部
評
価
に
つ
い
て

　

10
月
に
実
施
し
た
白
樺
高
校

と
の
連
携
協
定
事
業
を
終
え
た

こ
と
か
ら
、
外
部
評
価
シ
ー
ト

を
用
い
て
整
理
を
し
ま
す
。

　

評
価
内
容
を
全
議
員
で
協
議

し
、
今
後
の
事
業
改
善
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
４
日
、
先
進
地
視
察
と

し
て
、
当
別
町
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

当
別
町
で
は
、
道
内
で
も
先

駆
的
に
小
中
一
貫
教
育
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
年
の
４
月
か

ら
は
、
施
設
一
体
型
の
義
務
教

育
学
校（
と
う
べ
つ
学
園
）を
開

校
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、（
第

５
期
）芽
室
町
総
合
計
画
後
期

実
施
計
画
に
お
い
て「
検
討
を

進
め
る
」と
さ
れ
て
い
る
小
中

一
貫
教
育
の
取
り
組
み
を
学
び
、

今
後
の
議
論
の
一
助
に
す
べ
く
、

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
児
童
・
生
徒
の「
学
力

向
上
」と
い
う
明
確
な
目
的
を

掲
げ
、
９
年
ほ
ど
前
よ
り
小
中

一
貫
教
育
を
進
め
て
き
た
経
緯

に
つ
い
て
、
丁
寧
な
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
住
民
を

巻
き
込
ん
で
、
一
つ
一
つ
積
み

上
げ
て
き
た
取
り
組
み
は
、
不

登
校
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
と

さ
れ
る「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」の
解

消
の
み
な
ら
ず
、
切
れ
目
の
な

い
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
る
、

安
定
し
た
学
習
環
境
を
実
現
す

る
こ
と
に
よ
り
、
近
年
で
は
取

り
組
み
の
効
果
も
確
認
で
き
る

に
至
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
町
内

の
福
祉
事
業
を
担
っ
て
い
る
、

「
社
会
福
祉
法
人
ゆ
う
ゆ
う
」に

て
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
運
営
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
立

運
営
な
ど
の
取
り
組
み
内
容
に

つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
ひ

と
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」を

目
指
し
て
実
践
を
続
け
、
現
在

で
は
、
近
隣
町
村
か
ら
の
福
祉

ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
密
度
の
濃
い
研
修
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
芽
室
町

の
教
育
・
福
祉
の
充
実
に
向
け

た
さ
ら
な
る
議
論
の
糧
と
な
る
、

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
10
回　

10
月
11
日（
火
）

第
11
回　

10
月
26
日（
水
）

「
公
衆
浴
場
」に
つ
い
て

　

担
当
課
か
ら
、
現
在
建
替
え

中
の
町
営
水
泳
プ
ー
ル
指
定
管

理
受
託
事
業
者
が
、
施
設
内
の

温
浴
施
設
部
分
の「
公
衆
浴
場

営
業
許
可
」取
得
に
向
け
準
備

を
進
め
て
お
り
、
許
可
取
得
後

は
町
の
要
綱
に
則
り
必
要
な
補

助
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
プ
ー
ル
利
用

料
金
設
定
や
指
定
管
理
に
関
わ

る
事
業
区
分
、
町
か
ら
の
補
助

対
象
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
そ
の
後
の
自
由
討
議

で
は
関
係
す
る
複
数
課
で
の
課

題
整
理
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い

と
の
指
摘
が
あ
り
、
継
続
調
査

を
行
な
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

第
12
回　

10
月
７
日（
金
）

第
13
回　

10
月
27
日（
木
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
間
違
い

接
種
の
発
生
に
つ
い
て

　

９
月
に
お
き
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
間
違
い
接
種
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

原
因
・
今
後
の
対
応
策
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
再
発
防
止
に

向
け
て
、
町
が
留
意
す
べ
き
重

要
項
目
は
何
か
」な
ど
の
質
疑

が
あ
り
、「
日
常
業
務
に
お
け
る
、

い
っ
そ
う
の
情
報
共
有
を
徹
底

し
て
い
く
」と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

町
民
の
生
命
や
健
康
に
か
か

わ
る
重
大
な
案
件
で
あ
り
、
今

後
は
改
め
て「
一
つ
一
つ
の
手

続
き
を
丁
寧
に
正
確
に
履
行
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
」こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
に
佐
藤
淳
青
森
大

学
社
会
学
部
教
授
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
議
員
会
主
催
の

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、「
町
民
の
声
」を

「
形
」に
す
る
た
め
の「
議
員
間

討
議
」か
ら「
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
」

へ
の
理
論
と
手
法
を
、
芽
室
町

議
会
全
体
の
ス
キ
ル
と
し
て
定

着
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

講
義
、
第
２
部
で
は
、
講
義
を

踏
ま
え
た
即
実
践
と
し
て
、

総
務
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
　
視
察
調
査

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

議
員
研
修
会

「『
多
様
な
議
員
の
な
り
手
』を

増
や
す
に
は
」を
テ
ー
マ
と
し
た
、

議
員
間
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、
課
題
の
抽
出
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
成
果
報
告
で
は
、

「
心
理
学
の
視
点
か
ら
、
議
論

が
す
れ
違
わ
な
い
対
話
の
重
要

性
を
再
認
識
し
た
」「
議
会
の
存

在
意
義
が
集
合
知
の
発
揮
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
で
き
た
」「
議

員
改
選
ご
と
に
繰
り
返
し
学
ぶ

べ
き
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
の
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
、
議
会
、
議
員
の
資

質
向
上
に
努
め
ま
す
。

「
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
」に
つ

い
て

　
「
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
活

用
計
画
」の
見
直
し
に
至
っ
た

背
景
や
、
無
作
為
抽
出
に
よ
る

委
員
構
成
で
の
検
討
会
議
の
設

置
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
検
討
会
議
で
重

視
す
る
テ
ー
マ
や
、
無
作
為
抽

出
の
対
象
年
齢
、
町
民
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
活
用
な
ど
、
検

討
会
議
の
設
置
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
活

用
は
今
年
度
委
員
会
が
重
点
的

に
取
り
組
む
政
策
課
題
で
も
あ

る
た
め
、
10
月
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
等
も
踏

ま
え
、
今
後
は
委
員
会
の
総
括

に
向
け
た
議
論
を
進
め
ま
す
。

町
内
関
連
施
設
視
察

　

10
月
７
日
、
所
管
す
る
町
内

関
連
施
設
の
現
状
及
び
、
現
場

の
取
り
組
み
を
調
査
す
る
こ
と

を
目
的
に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス「
シ
ー
グ
ラ
ス
」、「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」、「
給
食
セ

ン
タ
ー
」、
お
よ
び
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
う
ゆ
う
」を
訪

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
施
設
も
、

町
内
の
福
祉
・
教
育
に
は
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
取
組

を
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
に
お
い
て
、
利
用
者
目
線

の
細
や
か
な
取
り
組
み
や
、
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施

し
ま
し
た
。
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
10
月
臨
時
会
議
」「
議
員
賛
否
」「
10
月
補
正
予
算
」「
９
月
定
例
会
議 

一
般
質
問
」



一
般
質
問
を
終
え
て

　
　

渡
辺　

洋
一
郎
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10月補正予算10月補正予算

10月臨時会議を開催10月臨時会議を開催
次
の
ペ
ー
ジ
は「
９
月
定
例
会
議 

一
般
質
問
」

一般会計総額は139億2,229万４千円に

一
般
質
問

町政を

問う

　

一
般
質
問
は
、
議
員
個
人
が
町
の
事

務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
を
町
長
な
ど
に
求
め
、
町
が
住

民
の
た
め
の
適
切
な
町
政
運
営
を
進
め

て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

　

年
４
回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
議(

６
月
、

９
月
、
12
月
、
３
月)

で
一
般
質
問
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

６
人
が
登
壇

令和４年９月定例会議 一般質問

手
島　

旭　

町
長

手
島　

旭　

町
長

程
野　

仁　

教
育
長

程
野　

仁　

教
育
長

一般会計
項　　目 補正額 主な事業

総 務 費 78,632千円 ふるさと納税特典贈呈

民 生 費 8,520千円 高齢者等冬の生活特例支援

衛 生 費 221,724千円 物価高騰対策

商 工 費 2,760千円 新嵐山スカイパーク運営支援

土 木 費 29,125千円 街灯維持管理

教 育 費 0千円

諸 支 出 金 50,000千円 公共施設整備基金積立金

職 員 費 515千円 物価高騰対策事務

予 備 費 91,320千円

災 害 復 旧 費 5,500千円 町営牧場施設

歳 出 合 計 488,096千円

　

10
月
26
日（
水
）に
臨
時
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
機
器
購
入
変
更
契
約
締
結

の
件
」は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
令
和
４
年
度
芽
室
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
）」は
予
算
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
て
審
議
さ
れ

た
後
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※早苗豊議長は表決には加わりません。

種　
　

類

議　員　名

議　案　名

寺
町
　
平
一

審
議
結
果

議　

決　

日

議案
情報セキュリティ対策機
器購入変更契約締結の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原
案
可
決

10/26

議案
令和４年度芽室町一般会
計補正予算（第８号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原
案
可
決

審議した議案と各議員の賛否

正村紀美子 議員

渡辺洋一郎 議員

①　新嵐山改革の見直しと今後の見通しについては？
②　指定管理者制度によるリスク分担の考え方は？
③　「公の施設」にかかる受益と負担のあり方は？

①　子育て世代に対する情報の発信・共有の展望は？
②　児童虐待対応に関する展望は？
③　疾病の早期発見・治療のため、子育て世帯の経済的負担軽減を図る考えは？

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　

正
村　

紀
美
子

①　 赤字状況の経営改善は課題であり、活用計画の見直しも必用です。また、指定管理料
の積算方法は、事業者と町の負担を明確にして見直しを図ります。

②　負担割合、条件など、あらためて検証すべき時期にきていると認識しています。
③　３区分の公共施設ごとに、利用目的なども考慮して適正な負担を検討します。

①　町ホームページ、子育て支援センターげんきなどにより、引き続き進めます。
②　 関係者・関係機関と町との信頼関係をさらに高め、「あらゆる形態の差別や暴

力、虐待等を受けず、放任されないこと」を保障するための役割を果たして
いきます。

③　 高校生までの助成対象拡大を早期に実現するため、財源確保の課題に取り組
みます。

　

新
嵐
山
改
革
の
今
後
の
展

望
と
主
に
住
民
が
利
用
す
る

「
公
の
施
設
」の
使
用
料
の
あ

り
方
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
町
民
の
福

祉
増
進
を
目
的
と
す
る
テ
ー

マ
で
あ
り
、
２
期
目
に
あ
た

っ
て
の
町
長
の
公
約
を
ど
の

よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
、

今
後
の
展
望
を
伺
い
ま
し
た
。

　

新
嵐
山
改
革
は「
活
用
計

画
の
見
直
し
の
中
で
検
討
す

る
」、
使
用
料
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
は「
課
題
認
識
を

も
っ
て
い
る
」と
具
体
的
対

応
は
先
送
り
さ
れ
た
の
で
、

今
後
も
引
き
続
き
議
会
で
議

論
を
続
け
ま
す
。
町
は
町
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
設
置
し

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
が
、
観
光
施
設
や
体
育
施

設
な
ど
は
民
間
に
も
類
似
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
な
に
を
選
択
す

る
の
か
、
今
後
は
決
断
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

　
「
子
育
て
世
代
に
対
す
る
情

報
発
信
の
工
夫
と
今
後
の
支
援

策
」で
は
、
子
育
て
応
援
ア

プ
リ
の
導
入
や
子
育
て
に
特

化
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
作

成
を
提
案
し
ま
し
た
。
生
ま

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
出
産

祝
い
品
を
送
る
事
業
の
実
施

は
、
町
の
魅
力
発
信
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
具
体

的
に
提
案
し
ま
し
た
。

　
「
児
童
虐
待
」は
、
昨
年
度

12
件
、
今
年
度
は
８
月
ま
で

に
６
件
対
応
と
の
こ
と
。
心

理
的
虐
待
が
多
い
傾
向
で
小

学
生
が
１
番
多
い
状
況
で
あ

り
、
昨
年
度
作
成
し
た「
虐

待
対
応
の
手
引
き
」の
さ
ら

な
る
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対

象
拡
大
」で
は
、
安
心
し
て

医
療
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
疾
病
の
重
症
化

予
防
、
子
ど
も
の
命
、
健
康

に
繋
が
る
こ
と
、
子
育
て
世

帯
へ
の
経
済
的
支
援
に
も
繋

が
る
こ
と
か
ら
、
早
期
実
現

に
向
け
て
取
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

手島 町長

手島 町長



次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
白
書
」「
表
紙
の
写
真
」「
編
集
後
記
」

①　保育施設における「使用済みおむつ」の持ち帰りを廃止すべき。
②　芽室町不登校支援システムの課題は何か？
③　 HSC、起立性調節障害、感覚過敏等を要因とする他者の理解を得難い個別の

困りごとを持つ子どもたちへの配慮はどのようにするか？
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中田智惠子 議員

①　がん対策の成果と今後の取組みは？
②　がん患者の身体的・精神的苦痛の緩和のために助成制度を創設しないのか？
③　がん患者が支障なく過ごすために公共施設等の環境整備を行う考えは？

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　

中
田　

智
惠
子

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

立
川　

美
穂

①　 本町はがん検診の受診率が著しく低いため、対策を検討し、次期の健康づくり計画に
盛り込む考えです。

②　どこまでの支援ができるのかを検討していく考えです。
③　がん患者の方のプライバシーに配慮した上で、意見聴取しながら検討します。

　

が
ん
は
生
涯
で
２
人
に
１

人
が
か
か
る「
国
民
病
」と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
か
ら
命
を
守
る
に
は

予
防
と
早
期
発
見
が
大
変
重

要
で
す
。
積
極
的
に
が
ん
検

診
を
受
診
し
体
調
管
理
に
気

を
つ
け
れ
ば
、
医
療
技
術
が

今
の
ま
ま
で
も
治
癒
率
を
６

割
か
ら
８
割
以
上
ま
で
向
上

さ
せ
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、

検
診
受
診
率
の
向
上
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
医
療
の
進
歩

に
よ
り
治
療
を
継
続
し
な
が

ら
社
会
生
活
を
送
る
が
ん
患

者
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

外
見
の
変
化
に
起
因
す
る
患

者
の
苦
痛
を
軽
減
す
る
ケ
ア

に
対
し
て
は
、
尊
厳
を
持
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
構
築
に
必
要
な
も
の
だ
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
の
検
討
状
況
を
注

視
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

4
年
前
に
も
使
用
済
み
オ

ム
ツ
の
課
題
提
起
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
持
ち
帰
り
を

廃
止
し
た
自
治
体
が
多
数
あ

る
な
か
、
本
町
が
よ
う
や
く

課
題
認
識
し
て
く
れ
た
こ
と

を
評
価
し
ま
す
。
お
む
つ
の

処
理
に
限
ら
ず
保
育
現
場
の

困
り
ご
と
は
各
施
設
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ

を
機
に
改
め
て
保
育
現
場

に
出
向
き
丁
寧
な
ニ
ー
ズ

聴
取
を
進
め
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
す
。

　

不
登
校
状
態
に
い
る
お
子

さ
ん
の
保
護
者
か
ら
は
、「
子

ど
も
が
学
校
に
行
け
な
く
な

っ
た
際
に
利
用
で
き
る
支
援

策
の
存
在
を
知
ら
ず
に
い
た
」

と
伺
い
、
ま
だ
ま
だ
町
の
支

援
体
制
に
つ
い
て
周
知
が
足

り
て
い
な
い
状
況
が
あ
り
、

先
ず
は
情
報
提
供
と
理
解
促

進
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

理
解
さ
れ
に
く
い
困
り
ご
と

を
持
つ
子
へ
の
合
理
的
配
慮

に
つ
い
て
も
、
先
ず
は「
違

い
を
認
め
あ
う
」こ
と
が
で

き
て
初
め
て
必
要
な
支
援
が

行
え
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。

手島 町長

立川美穂 議員

①　 廃止の方向性も含めて、町内の統一した取扱いに向け、各
施設との協議を進めます。

②　運用1年目であり、定着と推進を図ることが課題です。
③　 保護者を含むケース会議で、専門家の協力を得ながら、芽

室町多様な学び支援計画に位置付け、進捗管理しています。程野 教育長 手島 町長

堀切　忠 議員

梶澤幸治 議員

①　新型コロナウイルス感染症予防・拡大防止対策の検証はしているか？
②　検査キットの配布や検査費用の助成を行うべき。
③　自宅療養者への独自の支援体制（相談・サポート）を構築すべき。

①　農業現場における主たる課題とその解決策への見解は？
②　「農業ＤＸ（デジタル変革）構想」の実現に向けた展望は？
③　「芽室町地球温暖化防止実行計画」の策定に向けた展望は？
④　「公共施設への再生エネルギー導入計画確立」に向けた展望は？

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

堀
切　
　

忠

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

梶
澤　

幸
治

①　 予防活動、拡大防止策、その他ソフト面での対策も含めて、適切かつタイムリーな取
り組みを行ってきたと検証しています。

②　現時点では、助成が効果的かつ優先性が高い対策とは考えていません。
③　管内市町村の連携強化などによる対応が、効果的かつ現実的と考えています。

①　 担い手確保を最大の課題として、芽室町農業再生協議会に「担い手部会」を設
置し、具体的な取り組みを検討していく考えです。

②　農業者のニーズ把握を丁寧に行い、速やかに取り組みを実行する考えです。
③　 計画策定で、町民の役割などを明確に「ゼロカーボンシティ宣言」に向か

います。
④　再生可能エネルギーを活用するシステム構築などの調査研究を進めます。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
第
７
波
は
、
全
国
的

に
感
染
者
が
急
増
し
、
７
月

か
ら
9
月
の
3
ヶ
月
間
で
約

１
万
3
千
人
も
の
方
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
芽
室
町
も
例

外
で
は
な
く
、
今
年
に
入
っ

て
９
月
ま
で
で
2
千
人
以
上

の
方
が
感
染
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
す
る
一
般
質

問
は
、
こ
れ
で
５
度
目
と
な

り
ま
す
。
一
貫
し
て
検
査
の

重
要
性
を
指
摘
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。「
い
つ
で
も
、
誰
で

も
無
料
で
検
査
が
受
け
ら
れ

る
」体
制
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

政
府
は
、
昨
年
８
月
か
ら

軽
症
者
・
無
症
状
者
は
自
宅

療
養
と
し
、
今
年
9
月
か
ら

は
自
己
検
査
・
申
告
、
療
養

期
間
の
短
縮
、
外
出
自
粛
の

緩
和
等
に
よ
り
、
保
健
所
・

医
療
体
制
の
逼
迫
を
回
避
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
今

や
る
べ
き
こ
と
は
、
保
健
所

や
医
療
機
関
の
体
制
強
化
・

支
援
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
長
は
２
期
目
の
選
挙
公

約
と
し
て
、
農
業
や
医
療
福

祉
、
教
育
な
ど
を
幅
広
い
分

野
を
網
羅
し
た
７
つ
の
柱
と

66
の
公
約
を
掲
げ
て
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
や
産
業
・
経
済
へ

の
対
応
を
は
じ
め
、
未
来
を

担
う
ひ
と
づ
く
り
と
子
育
て

支
援
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
基
盤
整
備
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
公
約
の

実
現
に
向
か
っ
て
職
員
と
一

丸
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
で
育
ま
れ

て
き
た
資
源
や
こ
れ
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
の
成
果
等
の
地

域
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、

芽
室
町
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
行
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
町
民
の
皆
様

と
共
に
地
域
へ
の
愛
着
と
連

帯
感
を
持
ち
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

手島 町長

手島 町長
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ま
す
が
、
豊
穣
の
秋

と
安
全
な
作
業
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

■
朝
夕
寒
冷
を
覚
え
る
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
毎
年
変
化
す
る
気
象

条
件
の
中
、
収
穫
作
業
も
終
わ
り
に

近
づ
き
ま
す
が
、
今
年
の
実
り
の
秋

の
状
況
は
い
か
が
で
し
た
か
？

物
価
高
騰
が
続
く
社
会
情
勢
で
あ
り鈴木健充

■
先
月
、
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
コ

ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
合
唱
に
感

動
し
ま
し
た
。
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
は

芽
室
合
唱
団
の
皆
さ
ん
、 

素
晴
ら
し

い
歌
声
で
し
た
。
良

い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

中村和宏

令和４年10月　延べ21時間56分活動しました！議会白書
会　議　名 日時 休憩

時間
実質
時間 議　件 傍聴

人数
ネット中継
アクセス数会議時間

本 会 議 10 月 臨 時 会 議
10月26日

0:44 0:09 １．情報セキュリティ対策機器購入変更契約締結の件 
２．令和４年度芽室町一般会計補正予算（第８号） 2 (118)

9:30～10:27

常 任 
委 員 会

総 務 
経 済

第10回
10月11日

0:08 0:52 １．公衆浴場について 
２．新嵐山スカイパークについて 他 0 18 

9:30～10:30

第11回
10月26日

0:03 1:15 １．農業委員会による情報収集等業務効率化支援事業について 
２．地方公務員法の改正による職員の定年延長について　他 1 (118)

10:45～12:03

厚 生 
文 教

第12回
10月7日

2:57 0:33 １．厚生文教常任委員会所管施設調査について 
２．新型コロナウイルスワクチンの接種状況等について　他 0 8 

9:30～14:00

第13回
10月27日

0:02 0:44 １．令和３年度指定管理者評価結果について 
２．地域包括支援センターの外部委託中間報告について 0 18 

9:30～10:16

総 務 経 済・厚 生 文 教
常任委員会合同委員会 第３回

10月5日
0:14 1:15 １．物価高騰対策について 1 29 

9:30～10:59

議 会 運 営 委 員 会

第11回
10月3日

0:15 1:45 １．議会だより10月号の編集について 
２．議会だより11月号の編集企画について　他 0 4 

9:30～11:30

第12回
10月18日

0:05 0:42 １．令和４年芽室町議会定例会10月臨時会議の運営について 
２．第１回議会モニター会議開催要領案について 0 5 

9:30～10:07

予 算 決 算 特 別 委 員 会 第８回
10月26日

0:00 0:41 １．令和４年度芽室町一般会計補正予算の審査について 2 (118)
9:44～10:25

議会広報編集企画会議 第５回
10月27日

0:00 0:30 １．議会だより10月号の校正について 
２．議会だより11月号の編集企画について10:30～11:00

小計 12:54 4:28 8:26 計6 平均48.4

厚 生 文 教 常 任 委 員 会
所 管 事 務 調 査 10月4日 1:00 5:30

（視察先：当別町） 
・学校配置計画を含めた将来的な教育環境の整備について 
・障がい者福祉事業の今後の課題解決の方策について

※

白 樺 学 園 高 校 と 芽 室 町 議 会
包 括 連 携 協 定 事 業

11月12･19･
20･24･25日 0:00 8:00

テーマ　「10年後の自分と地域～自治体への参加意識～」 
１部／基調講演 
２部／グループワーク

※

小計 14:30 1:00 13:30

合計 27:24 5:28 21:56 計 平均48.4

ネット中継アクセス数　　（　） 同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示

表
紙
写
真

　

10
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
実
施
し

た
、
白
樺
学
園
高
校
３
年
生
と
の
授

業
の
一
コ
マ
で
す
。

団体や多数で傍聴を希望される方は、資料準備のため事前に議会事務局ま
でご連絡ください。（0155-62-9731）

12月定例会議の
御案内

   1日　　９：３０～　　初　　日
14日　　９：３０～　　一般質問
15日　　９：３０～　　一般質問
21日　　９：３０～　　最  終  日

議会傍聴で
芽室の未来が見える！

インターネット中継は
コチラから視聴できます。

（過去の録画もあります）

12

徒
全
員
が
声
を
揃
え

た
こ
と
に
は
驚
き
と

感
激
で
し
た
。

■
白
樺
学
園
高
校
３
年
生
と
包
括
連

携
事
業
に
よ
る
「
10
年
後
の
自
分
と

地
域
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
10
年
後
、

地
元
で
働
き
た
い
」
と
同
席
し
た
生梶澤幸治


